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全国医療経営士実践研究大会
地域とともに歩む社会性豊かな
医療の実現

第15 回 東京大会

大会
テーマ

ステーションコンファレンス東京会場

2026年
11月21日土

22日日

開催日

──	病院経営が危機的状況にある今こそ、医療経営士は一致団結し、
	 使命感を持って地域医療の崩壊をくい止めよう！

※5月中旬より参加申込受付予定。
　詳細・最新情報はホームページにてご確認ください。
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「地域とともに歩む
社会性豊かな医療の実現」を
テーマに開催！

行
動
指
針
で
あ
る
「
病
院
経
営

が
危
機
的
状
況
に
あ
る
今
こ

そ
、
医
療
経
営
士
は
一
致
団
結

し
、
使
命
感
を
持
っ
て
地
域
医

療
の
崩
壊
を
く
い
止
め
よ

う
！
」
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

本
大
会
が
、
使
命
感
を
持
っ
て

こ
の
危
機
に
立
ち
向
か
う
医
療

経
営
士
の
理
論
と
実
践
を
結
集

す
る
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
今
後

決
定
し
て
い
く
。
大
会
テ
ー
マ

に
即
し
て
、
例
年
以
上
に
幅
の

広
い
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

見
を
得
る
機
会
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

５
月
中
旬
以
降
、
参
加
受
付

も
開
始
さ
れ
る
予
定
だ
。
本
紙

並
び
に
協
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
や

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
情
報
を
順

次
発
信
し
て
い
く
の
で
ご
確
認

い
た
だ
き
た
い
。

全
国
大
会
は
学
び
を
得
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
医
療
経

営
士
が
全
国
か
ら
集
い
、
地
域

や
職
種
を
越
え
お
互
い
に
親
交

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

き
な
目
的
で
も
あ
る
。
昨
年
の

神
奈
川
大
会
は
５
年
ぶ
り
の
２

日
間
で
の
開
催
と
な
り
、
全
国

か
ら
２
０
０
名
以
上
が
参
加
、

活
気
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
っ

た
。
今
回
も
２
日
間
開
催
、
し

か
も
東
京
で
の
開
催
と
な
る
た

め
、
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆
さ

ま
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

15
回
目
と
な
る
医
療
経
営
士

の
全
国
大
会
は
２
０
２
０
年
の

第
９
回
大
会
以
来
の
東
京
開
催

と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
第

９
回
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
会
場
へ
の
参
加
は
関

係
者
の
み
と
な
っ
た
た
め
、
一

般
参
加
者
が
来
場
で
き
る
形
で

の
東
京
開
催
は
第
１
回
大
会
以

来
と
な
る
。

今
大
会
テ
ー
マ
は
「
地
域
と

と
も
に
歩
む
社
会
性
豊
か
な
医

療
の
実
現
」
と
決
ま
っ
た
。

２
０
２
４
年
の
人
口
戦
略
会
議

の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
移
動

仮
定
の
若
年
女
性
人
口
の
減
少

率
が
２
０
２
０
年
か
ら

２
０
５
０
年
ま
で
の
間
に
50
％

以
上
と
な
る
自
治
体
（
消
滅
可

能
性
自
治
体
）
の
数
は
、
全
自

治
体
の
４
割
以
上
と
な
る

７
４
４
。
地
域
が
な
け
れ
ば
地

域
医
療
は
成
り
立
た
ず
、
医
療

機
関
は
地
域
と
と
も
に
社
会
性

豊
か
な
医
療
の
実
現
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
な
か
で
医
療
経
営
士
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ

き
な
の
か
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に

は
２
０
２
６
年
の
医
療
経
営
士

地
域
と
病
院
と
の
共
生
に
向
け

医
療
経
営
士
は
何
を
す
べ
き
か

大
会
テ
ー
マ
に
即
し
た

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定

内
容
と
な
る
予
定
だ
。

医
療
経
営
士
に
よ

る
演
題
発
表
に
つ
い

て
は
例
年
通
り
公
募

に
よ
り
発
表
者
を
決

定
。
審
査
委
員
に
よ

る
審
査
、
表
彰
も
実

施
す
る
。
こ
こ
数

年
、
医
療
機
関
外
勤

務
者
の
方
の
発
表
が

少
な
い
傾
向
に
あ

る
。
ぜ
ひ
関
連
企
業

の
方
に
も
積
極
的
に

登
壇
い
た
き
、
参
加

者
が
よ
り
幅
広
い
知

社会性豊かな医療の実現に向け、実践への一歩を示そう（写真は昨年の
神奈川大会）

第15回
 「全国医療経営士
実践研究大会」 

開催地は
東京に決定!

日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
は
、２
０
２
６
年
11
月
21
日（
土
）・
22
日

（
日
）の
両
日
に
わ
た
り
、ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
東
京
に
お

い
て
、第
15
回「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」東
京
大
会
を
開
催

す
る
。東
京
で
の
有
観
客
開
催
は
第
１
回
大
会
以
来
14
年
ぶ
り
と
な
る
。

11月21日・22日の2日間
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令
和
８
年
度
診
療
報
酬
改
定
の「
重
点

的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
分
野
」に
挙

げ
ら
れ
た「
医
薬
品
適
正
使
用
」。そ
の

な
か
の「
栄
養
保
持
を
目
的
と
し
た
医

薬
品
の
保
険
給
付
の
適
正
化
」に
つ
い

て
、日
本
栄
養
経
営
実
践
協
会
代
表
理

事
の
宮
澤
靖
氏
に
解
説
い
た
だ
い
た
。

T O P I C S
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
に
お

け
る
栄
養
分
野
の
ト
ピ
ッ
ク
に

「
栄
養
保
持
を
目
的
と
し
た
医

薬
品
の
保
険
給
付
の
適
正
化
」

が
あ
り
ま
す
。
昨
年
12
月
、
与

党
政
調
会
長
会
談
で
、
栄
養
保

持
目
的
の
医
薬
品
（
医
薬
品
Ｏ

Ｎ
Ｓ
）
で
代
替
可
能
な
食
品
が

存
在
す
る
薬
品
に
つ
い
て
「
経

口
に
よ
る
通
常
の
食
事
で
栄
養

補
給
可
能
な
患
者
へ
の
使
用
は

保
険
給
付
外
」
と
い
う
方
針
が

出
さ
れ
、注
目
を
集
め
ま
し
た
。

確
か
に
漫
然
と
出
し
続
け
る

の
は
問
題
で
す
が
、フ
レ
イ
ル
・

低
栄
養
が
重
症
化
し
て
い
て
食

事
だ
け
で
は
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
摂
取
で
き
な
い
方
も
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
方
が
「
全
額

自
己
負
担
」
で
は
飲
め
な
く
な

っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で

在
宅
医
療
の
現
場
か
ら
次
々
と

反
対
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
声
が
届
い
た
の

か
、
最
終
的
に
は
手
術
後
や
経

管
栄
養
の
患
者
に
加
え
、
医
師

が
特
に
必
要
と
判
断
し
た
患
者

に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
を
処

方
箋
及
び
診
療
報
酬
明
細
書
に

記
載
す
る
こ
と
で
保
険
給
付
の

対
象
と
す
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
単
に

食
欲
不
振
だ
か
ら
」
で
は
保
険

適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。「
こ
の

Ｏ
Ｎ
Ｓ
が
な
け
れ
ば
栄
養
状
態

の
維
持
が
困
難
で
あ
る
」
と
い

う
理
由
を
き
ち
ん
と
書
い
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

逆
に
言
え
ば
、
そ
の
記
載
が

あ
れ
ば
こ
れ
ま
で
通
り
に
処
方

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
必

要
な
患
者
さ
ん
に
は
し
っ
か
り

と
処
方
で
き
る
よ
う
に
、
医
師

は
も
ち
ろ
ん
、
関
連
す
る
部
署

で
の
情
報
共
有
が
必
要
で
す
。

医
療
経
営
士
の
皆
さ
ま
に
も
こ

の
点
を
理
解
い
た
だ
き
、
体
制

を
整
え
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和８年度診療報酬改定について、メディカルスタッフはどのようにみているのだろうか。医療経営士であり
管理栄養士として病院の栄養部門で活躍中の石川史明氏（日本赤十字社医療センター）にお話を伺った。

を
続
け
る
と
、
こ
の
ま
ま
で
は

近
い
将
来
、
病
院
で
食
事
が
出

せ
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
提
供
ス
タ
イ
ル
の
抜
本
的

な
見
直
し
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
医
師
や
看
護
師
と
共
同
で

食
種
の
整
理
・
ス
リ
ム
化
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
効
率
化
と
し

て
朝
食
の
弁
当
化
は
そ
の
一
つ

で
す
。

留
意
す
べ
き
は
、
そ
も
そ
も

病
院
の
経
営
層
に
と
っ
て
栄
養

部
門
は
必
ず
し
も
優
先
順
位
が

高
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
自
分
た
ち
で
必
要
な

業
務
を
選
択
し
、
人
を
集
中
さ

問
栄
養
食
事
指
導
料
」
新
設
は

追
い
風
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
ま
だ
取
り
組
め
て
い
な
い

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
栄

養
・
口
腔
連
携
体
制
加
算
」
へ

の
対
応
を
は
じ
め
、
さ
ら
に
多

職
種
連
携
を
推
し
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

試
算
し
て
デ
ー
タ
化
し
、
そ

れ
が
病
院
の
理
念
や
収
益
に
い

か
に
貢
献
す
る
か
を
示
し
、
栄

養
部
門
単
独
で
は
な
く
、
病
院

全
体
で
取
り
組
め
る
よ
う
な
体

制
を
つ
く
っ
て
い
く
役
割
こ

そ
、
医
療
経
営
士
の
資
格
を
持

つ
管
理
栄
養
士
が
担
う
べ
き
専

門
領
域
で
す
。
経
営
の
視
点
を

持
つ
管
理
栄
養
士
が
外
に
向
け

て
発
信
し
続
け
る
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
医
療
経
営
を
支
え
る

大
き
な
力
に
な
る
は
ず
で
す
。

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
、

栄
養
分
野
に
お
け
る
直
接
的
な

変
化
の
一
つ
は
、
入
院
時
食
事

療
養
費
に
お
け
る
１
食
あ
た
り

最
大
40
円
の
引
き
上
げ
で
す

（
図
）。
病
院
と
し
て
増
額
は
あ

り
が
た
い
で
す
が
、
こ
れ
に
よ

り
患
者
負
担
が
増
え
ま
し
た
。

栄
養
部
門
と
し
て
は
「
な
ぜ
負

担
が
増
え
る
の
か
」
と
い
う
患

者
さ
ん
の
問
い
に
き
ち
ん
と
応

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
病
院

食
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
提
示

し
、
質
の
担
保
を
可
視
化
す
る

な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

工
夫
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
改
定
で
は
嚥
下
調
整
食
が

特
別
食
加
算
の
対
象
と
な
り
、

ま
た
ハ
ラ
ー
ル
食
や
行
事
食
な

ど
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て

も
妥
当
な
額
を
設
定
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
給
食
を
提
供
す
る
栄
養
部
門

の
責
任
が
大
き
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
か
ら
、
患
者
さ
ん
の

栄
養
状
態
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

適
切
な
食
事
を
提
供
し
、
サ
ー

ビ
ス
面
で
の
満
足
度
を
高
め
る

こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
現
在
病
院
の
栄
養
部

門
が
直
面
し
て
い
る
最
大
の
危

機
は
、食
材
費
以
上
に「
人
手
不

足
」
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
給

食
業
務
は
完
全
委
託
と
し
て
い

ま
す
が
、
現
場
の
環
境
は
激
変

し
て
お
り
、
複
雑
な
食
事
提
供

持
続
可
能
な
病
院
給
食
の

提
供
体
制
を
ど
う
整
え
る
か

栄
養
部
門
の
重
要
性
を

経
営
層
に
伝
え
る
役
割

経営の視点を持った
管理栄養士にできること

I N T E R V I E W 医 療 経 営 士 × 管 理 栄 養 士  石 川 史 明 氏 に 聞 く

医
薬
品
Ｏ
Ｎ
Ｓ
の
適
切
な
処
方
で

在
宅
患
者
を
低
栄
養
か
ら
守
る

●みやざわ・やすし　
国際医療福祉大学病
院栄養課栃木地区料
飲担当室長、一般社
団法人日本栄養経営
実践協会代表理事

令和８年度診療報酬改定説明資料（厚生労働省）より

宮澤 靖

せ
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
大
切
で

す
。
さ
ら
に
、

栄
養
管
理
や
食

事
提
供
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
に

経
営
を
絡
め
て

経
営
層
に
プ
レ

ゼ
ン
す
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
も

求
め
ら
れ
ま
す
。

当
院
で
は
こ

れ
ま
で
訪
問
栄

養
指
導
を
行
っ

て
い
た
管
理
栄

養
士
が
存
在
す

る
た
め
、
今
回

の
「
退
院
後
訪
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台頭する自主研究会
医療経営士の挑戦

4月号
好評
発売中

詳細・ご購入は
コチラ

最新情報を踏まえ新たな病院像を描く
「経営の時代」の羅針盤

自主勉強会」が活動を再開するなど、医療経営士の挑戦が
相次ぐ。今後さらなる活性化のためには、協会本部や支
部のきめ細かなサポートも求められそうだ。
一方で、民間企業内の医療経営士は、医療機関の真のビジ
ネスパートナーとしての役割を果たし、医療機関の経営
改善に取り組む必要性を強調。民間企業発の数多い実践
研究成果こそが業界の発展につながるはずと期待を寄せ
る。また、民間企業の医療経営士が集まり、新たな自主勉
強会の発足に大きな可能性がありそうだ。

2014年4月、初の自主研究会となる神奈川研究会が誕生
し、10年以上が経過した。26年1月13日に「医療経営士 
滋賀・京都研究会」が誕生し、「埼玉研究会」は全国医療経
営士 自主研究会連絡会への登録を進めている。また、埼
玉研究会の立ち上げに呼応する形で「医療経営士沖縄県

特
集
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日本医療経営実践協会  支部研究会スケジュール

開催日 開催支部 テーマ 講師

3月28日（土） 本部後援 第２回 Community Hospital Japan Summit in 九州 
～世界のコミュニティホスピタルとともに～

本田宣久 氏（医療法人博愛会頴田病院院長、
	 Community Hospital Japan代表）他

4月10日（金） 東北
第33回みやぎ仙台ネットワーク 

「地域に根ざした周産期医療の実現に向けて 
～データ分析に基づく戦略的改善の実践と今後の展望～」

田中大貴 氏（社会医療法人抱生会丸の内病院診療支援課係長／
	 医療経営士1級、医療経営指導士）

4月22日（水） 関東 神奈川研究会「合格者のつどい」 
協会および医療経営士についての説明　ほか 漆原義寛 氏（医療法人社団 総生会麻生総合病院 事務部／医療経営士２級）ほか

4月23日（木） 本部後援 診療報酬改定2026解説と病院がとるべき経営戦略 
～経営視点で、栄養・給食部門を再構築する～

金丸隆文 氏（株式会社アシスト・メディコ） 
田中芳明 氏（朝倉医師会病院院長特別補佐）

4月25日（土） 東海 第2回　人生100年時代　健康とお金
須長ますみ 氏（岡村記念病院管理栄養士） 
井上美鈴 氏（AFP・相続診断士・終活ライフプランナー） 
小林だいちゃん 氏（高齢者向け紙芝居伝道師）

5月22日（金） 関東
医療経営士埼玉研究会キックオフセミナー 

「最新医療政策の動向と経営支援アプローチ 
～グループ本部機能による診療報酬改定対応の視点～」

橋本祥太朗 氏（参議院議員石田昌宏氏秘書、理学療法士／医療経営士2級） 
橋本敦 氏（一般社団法人TMG 本部総局長室室長／経営支援部副部長）

※日程等は変更になる場合があります。詳細は協会ホームページでご確認ください。

事務局掲示板 PICK UP研究会

【ご登録はこちらから】
http://www.jmmpa.jp/support/cat108

【登録内容変更のご案内】
https://www.jmmpa.jp/support/cat/

医療経営士の所属をPRしよう！ 
所属先の掲載ご協力のお願い

登録内容を変更する際のお手続きは
「マイページ」からの申請が便利です

当協会のホームページでは、会
員の皆さまから掲載の同意をいた
だいて、医療経営士が所属する医
療機関・企業名を公開しています。

医療機関の抱えるさまざまな経
営課題を迅速かつ的確に解決でき
る能力を持った医療経営士の所属

住所・勤務先・氏名など、申請時
の内容から変更が生じた場合は、
登録情報の変更手続きが必要とな
ります。協会ホームページより「登
録変更申請書」をダウンロードの
うえ、必要事項を記載してメール
または郵送にてご送付ください。

先を公開することで、経営力を持
った医療機関であること、医療機
関のマネジメントを支援できる人
材を有する企業であることをアピ
ールすることができます。掲載の
同意をいただける方は、下記URL
からご登録ください。

「マイページ」をお持ちの方はペ
ージ内の登録内容変更から手続き
が可能です。「マイページ」を初め
て使用する場合にはアカウントと
パスワードのご登録が必要となり
ます。ご不明な点は、本協会事務局
までお問い合わせください。

一般社団法人日本医療経営実践協会後援
第2回 Community Hospital Japan 

Summit in 九州
～世界のコミュニティホスピタルとともに～

「 Community Hospital 
Japan」では地域包括ケア病
棟を有し、総合診療を志向し、
在宅看取りを含め積極的に訪
問診療を提供する概ね200床
未満程度の病院をコミュニテ
ィホスピタルと定義している。
第２回となる今大会のテーマ
は「世界のコミュニティホス
ピタルとともに」、日本医療経
営実践協会が後援する。

当日はシンポジウムに加え、
国際講演として２カ国の医療
の実際についての講義が行わ
れる。医療界のムーブメント
は九州から始まると言われて
いる。ぜひ本サミットにご参
加いただきたい。

【開催 概 要】
開催日：	2026年3月28日（土） 10:00 ～ 17:30
会　場：	電気ビル共創館 3F 会議室
	 （福岡市中央区渡辺通2-1-82）
参加費：	3,000円
主　催：	Community　Hospital　Japan　　
共　催：	株式会社日本医療企画九州支社、
	 日本医療経営実践協会九州支部
後　援：	一般社団法人日本医療経営実践協会

【プログラム（ 抜 粋 ）】
◆シンポジウム①　コミュニティホスピタルの紹介
　モデレーター　松島和樹氏（川崎在宅クリニック所長）

　発表者　重冨雄哉氏（医療法人光輝会光輝会病院理事長）

　　　　　十河浩史氏（倉敷中央病院リバーサイド事務長）

◆シンポジウム②　コミュニティホスピタルの看護
　モデレーター　荒木庸輔氏（特定医療法人新生病院常務理事）

　発表者　塩川卓氏（医療法人博愛会頴田病院看護師）

　　　　　重松かおり氏（特定医療法人祐愛会織田病院看護副部長）

◆シンポジウム③　コミュニティ交流事例
　モデレーター　藤井将志氏（特定医療法人谷田会谷田病院事務部長）

　発表者　小松亜矢子氏（まちの保健室たねばこコミュニティナース）

※その他、国際講演、イングリッシュティーパーティ等を予定

お申し込みは
コチラまで！



【表1】第47回3級試験および過去試験累計 結果概要

第47回試験 第1～47回試験累計

受験者数 1,145 人 64,143 人

合格者数 566 人 27,017 人

合格率 49.4% 42.1%

【表2】第47回3級試験 年代別構成

年代 受験者数 合格者数 合格率

29歳以下 242 人 115 人 47.5%

30歳以上39歳以下 342 人 176 人 51.5%

40歳以上49歳以下 306 人 162 人 52.9%

50歳以上59歳以下 231 人 99 人 42.9%

60歳以上 24 人 14 人 58.3%

【表3】第47回3級試験 勤務先別構成

勤務先 受験者数 合格者数 合格率

病医院 397 人 247 人 62.2%

医療関連企業 203 人 87 人 42.9%

医薬品製造･卸売 274 人 109 人 39.8%

医療機器製造･販売 50 人 18 人 36.0%

金融機関 86 人 46 人 53.5%

大学生･短大生 22 人 12 人 54.5%

その他 113 人 47 人 41.6%

※勤務先別の「金融機関」は第6回から、「医薬品製造・卸売」は第23回から、「医療機
器製造・販売」は第30回から追加された

※勤務先別の「その他」には、弁護士、税理士等の士業、建設会社等の一般企業が該
当する

9,100円（税込） 16,000円（税込）　両分野受験者

14,000円（税込）　

【お問い合わせ・お申し込み先】　一般社団法人日本医療経営実践協会事務局　☎03-3553-2906　http://www.JMMPA.jp/

医療経営士 資格認定試験3級 2級

同僚や
お知り合いの方に
ご紹介ください

第48回「医療経営士3級」 第31回「医療経営士2級」

受験資格

試験会場

受験料
※手数料別途

団体受験	 ◇受験者10名を超える場合、団体としてまとめてお申し込みできます。
	 ◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。※審査があります。

※受験エントリーにはマイページへの登録が必要になります。
　詳しくは協会ホームページをご確認ください。

年齢、学歴、国籍等の
制約はありません

3級資格認定試験合格者かつ、
本協会正会員

札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・大阪・広島・高松・福岡・那覇
※2025年3月現在

分野受験者
（分野合格者）

医療経営士　資格認定試験　日程
試験日

4月28日火受験料支払締切日

3月31日火～4月27日月受験エントリー期間

6 14日2026年

受
験エントリー

3月31日火
開始!!
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医
療
経
営
士
の
資
格
認
定
試

験
を
Ｉ
Ｂ
Ｔ
方
式
で
実
施
し
た

の
は
今
回
が
２
度
目
。
昨
年
２

月
に
初
め
て
実
施
し
た
際
に
は

シ
ス
テ
ム
障
害
が
発
生
し
、
対

象
者
の
方
々
に
は
振
り
替
え
受

験
を
行
う
な
ど
の
対
応
を
行
っ

た
。
そ
の
後
運
用
テ
ス
ト
を
重

ね
、
万
全
な
体
制
を
整
え
た
う

え
で
今
回
の
実
施
と
な
っ
た
。

受
験
申
し
込
み
者
１
２
３
６

人
、
受
験
者
１
１
４
５
人
の
う

ち
５
６
６
人
が
合
格
、
合
格
率

は
49
・
4
％
と
な
っ
た
。
前
回

の
第
46
回
試
験
で
は
40
・
１
％

と
５
年
ぶ
り
に
合
格
率
が
40
％

を
超
え
る
結
果
と
な
っ
た
が
、

今
回
は
さ
ら
に
上
昇
。２
０
１
２

年
６
月
に
実
施
さ
れ
た
第
６
回

試
験
の
50
・
６
％
に
次
ぐ
過
去

６
番
目
の
高
さ
と
な
っ
た
。

今
回
の
試
験
に
つ
い
て
年
代

別
に
見
る
と
、
受
験
者
、
合
格

者
と
も
30
歳
以
上
39
歳
以
下
が

最
も
多
く
、
次
い
で
40
歳
以
上

49
歳
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
従

来
と
傾
向
の
差
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
こ
の
年
代
は
と
も
に
合

格
率
が
50
％
を
超
え
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
の
医
療
経
営
を
牽
引

し
て
い
く
世
代
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

勤
務
先
別
で
は
受
験
者
数
・

合
格
者
数
と
も
に
病
医
院
勤
務

者
が
最
多
。
合
格
率
も
唯
一
60

％
を
超
え
て
62
・
２
％
と
非
常

に
高
く
な
っ
て
い
る
。
勤
務
先

別
合
格
者
数
に
お
い
て
、
病
医

院
勤
務
者
が
最
多
と
な
る
の
は

今
回
で
７
回
連
続
と
な
っ
た
。

会
員
の
割
合
で
は
30
％
に
満
た

な
い
病
医
院
勤
務
者
の
合
格
者

が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
で
、

今
後
会
員
の
勤
務
先
別
比
率
に

も
変
化
が
現
れ
て
き
そ
う
だ
。

コ
ロ
ナ
以
降
、
特
に
病
院
経

営
が
非
常
に
厳
し
く
な
る
な
か

で
、「
病
院
の
な
か
か
ら
経
営

を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
使
命
感
を
持
っ

た
方
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

３
級
試
験
合
格
者
は
今
後
入

会
申
請
を
行
い
、
医
療
経
営
士

と
し
て
の
資
格
を
得
る
。
現

在
、
全
国
に
は
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
16
の
医
療
経
営
士
に
よ

る
自
主
研
究
会
が
あ
り
、
そ
れ

以
外
に
も
多
く
の
医
療
経
営
士

が
合
格
後
も
自
己
研
鑽
を
重

ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
精
力

的
に
活
躍
し
て
い
る
。

「
医
療
経
営
士
」
の
資
格
は
、

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
は
３
月
16
日（
月
）、

第
47
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験（
２
月
15
日（
日
）

Ｉ
Ｂ
Ｔ
方
式
に
よ
り
実
施
）の
合
格
者
を
発
表
。新
た
に
５
６
６

人
が
合
格
し
た
。３
級
受
験
者
の
累
計
は
６
万
４
１
４
３
人
、

合
格
者
の
累
計
は
２
万
７
０
１
７
人
と
な
っ
た
。

新
た
に
５
６
６
人
が
合
格
、累
計
２
万
７
千
人
を
突
破

合
格
率
は
過
去
６
番
目
に
高
い
49・４
％

50
％
に
迫
る
合
格
率
は

14
年
ぶ
り
の
高
水
準

受
験
者
数・合
格
者
数
と
も

病
医
院
勤
務
者
が
最
多

そ
う
し
た
場
に
参
加
す
る
た
め

の
パ
ス
ポ
ー
ト
と
な
る
。
こ
の

資
格
を
活
か
し
、
研
究
会
等
の

場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
自
身
の

知
識
・
ス
キ
ル
の
向
上
は
も
ち

ろ
ん
、
他
の
医
療
経
営
士
と
の

接
点
が
生
ま
れ
、
新
た
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
つ
な
が
る
。

有
資
格
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
こ
そ
が
医
療
経
営
士
の
強

み
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加
し
、

全
国
の
医
療
経
営
士
と
と
も
に

活
躍
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

第
47
回「
医
療
経
営
士
」３
級
資
格
認
定
試
験
の
合
格
者
を
発
表

医
療
経
営
士
の
資
格
を
得
て

さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待


